
904 第 9章 確率分布と統計的推測

9。 1.4 確率変数の和と積

★ 確率変数の独立 ☆

ある試行に対する「事象の独立」については本シリーズ『数学 I・ A』 で扱った3.「

じように,2つの確率変数 X,yが独立という概念があり,次のように定義する。
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要するに 2つの確率変数 X,yが独立であるとは, どのようなん=1,2,…・:r
とι=1,2,・ …,η に対してもχ =πんである事象とy=助 である事象が独立でチ
るということである.確率変数 Xと yの各値が互いに影響を与えずに定まるような
場合は,Xと yは独立になる。
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2つのさいころ A,Bを 1回ずつ投げる.確率変数 Xは
Aの 出た日とし,確率変数 yは Bの出た目を 3で割った
余りとする。

このとき,た =1,2,…・,6,ι =0,1,2に対し

ЦX=0==スy=の =:=
１

一
３

P(X=た ,y=ι )=

であるから,

P(X=た ,y=ι )=P(X=た )P(y=ι )
が成り立つ。したがって,確率変数 Xと yは独立である.

32つ の事象 ス とBが独立であるとは P(ス ∩3)=P(4)P(3)が 成り立つことであり,
P4(3)=P(3)が 成り立つことであつた.
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